
　　　　

令和６ 年 9 月 30 日

10 時 0 分から 18 時 0 分まで あり

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語

コミュニケーション

人間関係

社会性

法人（事業所）理念
一人ひとりの持っている可能性を十分に発揮し、かけがえのない人生をその子らしく自信をもって生きていく事を願い、日常的な療育活動の中で達成感や自己肯定感へ

つなげていけるように指導、援助を行う。

事業所名 放課後等デイサービス　夢みらいる 作成日支援プログラム

・集団の中で他者と関わる機会を通じて自分の考え・感じ方と相手の考え・感じ方が異なることを理解を促していく。

　（自由遊びの時間等に起こった問題に対して子どもたちだけでは解決が難しい場合に職員が間に入って気付きを促すように支援していく。）

・外出等の機会を通じて危険認知・回避の為の理解を深めて行けるように支援していく。

　（お出掛け前の事前確認や子どもたちからの疑問点に答える。）
・コミュニケーションに関する問題に対して言語聴覚士が個別に訓練を考案し提供していく。

　（専門的支援計画書を基に声の大きさや滑舌といった表出能力の向上や言語理解力の向上を目的とした訓練）

・相手と楽しく会話を行う為の言葉遣いを身につけれるように実際に子ども同士や職員との会話の中で気づきを促していく。

　（相手の立場に立った声かけが行えるような集団活動のカリキュラムを実施）
・様々な遊びや集団活動を通じて相手との適切な距離感を身に着けられるように支援していく。

・集団活動の中で共通のルールの基に行動する機会を提供し、職員がどのように行動するべきだったかを一緒に振り返る機会を設け社会性の向上を促していく。

支援方針

それぞれの個性を社会で発揮できるように集団療育の中で上手に自分の気持ちを表現できるように支援していく。

営業時間 送迎実施の有無

主な行事等

・季節行事（正月、夏祭り、七夕、ハロウィン、クリスマスなど）

・近隣施設・公園へのお出掛け。

（別添資料１）

家族支援

・居宅へ訪問し相談援助・事業所内での相談援助します。

・個別やグループでの相談援助を必要に応じて行います。 移行支援

・ご家族様から情報収集を行い、移行先で必要となる能力に即した課題

を提供し、その都度職員からの評価及びフィードバックを行う。

地域支援・地域連携

・必要に応じて関係機関や事業所間で支援状況の共有等の情報連携を行います。

・各関係機関からの情報に基づき、具体的な関わり方などの提案や助言を行います。 職員の質の向上

・事業所内での勉強会や研修への参加。

・ミーティングで情報共有及び意見交換の実施。

支　援　内　容

・手洗いや清掃活動、身辺整理を通じて基本的な生活動作の獲得を図っていく。

・爪噛みや指しゃぶり等の衛生的な問題に対して個別の支援を継続的に図っていく。

・ボール遊びやバランス感覚を養うための玩具等を用いて身体機能の向上を図っていく機会を積極的に提供していく。

　（ドッチボール遊びやバランスボール・バランスストーンを取り入れた遊び）

・外出行事や公園遊びを通じて屋外で積極的に身体を動かす機会を提供していく。

　（森林公園、川遊び、釣り体験　）
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